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ま えが き

溶 射 とは主 と して金 属 を溶 融 し、 これ を圧縮 空気 流 で霧 状 にす る と同時 に 目

的物 に 吹 付 け て金 属 被覆 を作 る方法 を い う。 この技 術 は1922年 に江 沢謙 次郎

氏 に よ つ て わが 国 に導入 され工業 イヒされ て、 メタ リコ ンな る商 品名 が っ けれ た、

当初 は主 に美 術工 芸 品 に応 用 され、 陶磁 器、 石膏 鍛、 木工 品 に ブ ロンズ、 銅 な

どの被 覆 を施 す の に 用 い てい た。 その後 鉄 鋼 構造 物 の 防錆 の 目的 で 亜鉛、 ア ル

ミニ ゥ ムの溶 射 を行 うよ うに なつ て終 戦 を迎 えた。 戦 後欧 米 の情勢 が詳 し く伝

わ るに及 ん で溶 射 は単 な る金 属被 覆 を作 るだ け で な く、 摩 耗 機械 部 品の 肉盛 り

補修 に広 く応 用 され 自動車 、 鉄 道、 船 舶 、 工作 機 械、 化学 機 械 な どに実 胆 され

てい る こ とが判 つ た。 また補 修 だ けで な く機 器製 造 の 際 その部 晶 に耐 摩 粍 性或

は耐 食 性 の 肉盛 を行 う こ と も実 施 され、 さ
、らに金 属 だ けで な くセ ラ ミッ クの 溶・

射、 プ ラ ス チ ッ クの溶射 も行 われ て い ろ こ とが 明 らか とな つ た。 現在 で は わが

国 で も実 施 され て い る。 この よ うに溶 射 は変 貌 して来 た が わが 国 で は最 初創 作

され た メ タ リコン な る言 葉 が今 だ使 われ てい るが 正 し くは溶 射 で あ る。

溶 射 の方 法

金 属 の溶 射 につ い て述 べ る と普 通 の金 属 は線 に加 工 し て直 径1～5mmの 線 を

溶 射 ガ ンに送 入 し酸素 アセ チ レ ンま た は酸素.プ ロパ ン炎 で そ の先端 を溶 融 し

なが ら圧 縮 空 気 で 噴射 す る。 昔 は交 流 で線 の先 端 に アー クを飛 ば して溶 か す交

流 電 気 ガ ンを使 つ た が溶 射能 力 が 小 さ いの で ガ ス溶射 に変 つ た。 ガ ス溶射 ガ ン

で は1時 間 当 り炭 素 鋼、 ステ ン レス鋼 を約5kgs銅 を10kgsア'レ ミニ ウ ムを

20kg位 溶 射 で きる。 最近 直 流 アー クガ ンで2本 の線 状 の間 に アー クを飛 ばせ

て溶射 す る新 ら しい電 気 ガ ンが 使 わ れ出 した。 これ は溶 射 能 力 が大 き く鉄 鋼 で
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も15kg/h位 溶射 し得 て肉 盛 りに特 に適 してい る。 この外硬 い合 金 で線 に加

工 出来 ないNi-Cr--B合 金 な ど は粉 宋 に して溶 射 して耐 摩i粍、 耐 熱、 耐 傘 の

被 覆 を作 るが、 これ に は ガ ス式 粉 末 ガ ン を 用い る。 ま た セ ラ ミッ クの溶射 もこ

の種 の粉 末 ガ ン を よ く使 う。 プ ラス チ ッ クの溶 射 も粉末 を 用 い る。 き らに近 年

は セ ラ ミツ クや高融 点 合 金 の粉 末 を用 いて の溶 射 に はプ ラ ズ マ炎 を 用 いて い る。

溶射 の特徴

ω 金属 お よび合 金 で はス ズ の よ うな低融 点 の もの か らタ ン グス テ ンの よ う

な高融 点 の もの まで 、 ほ とん ど総 て の金 属 お よび その 合金 を溶 射 し得 る。

② 被溶 射 体 は金 属 は、 もちろ ん の こ と陶磁 器、 硝子 、 木 材、 布、 プ ラス チ

ッ ク、 紙 な どに も金 属類 を溶 射 し得 る。

③ 被 溶射 体 の温 度 は余 り上 が らない、 金 属 体 に連 続 溶 射 を行 つ て も1AvO`

～150。 以 下 で あ る。 従 つ て大型 機 械 の一一部 に 肉盛 り溶射 を行 つ て も熱 ヒ

ズ ミの心 配 が な い。 この点 溶 援 肉 盛 りに優 り、 ま た被 射 体 が錆 鉄 で あつ て

も焼 入 れ硬 化 した鋼 で あつ て も本 体 が割 れ た リヒズ む こ とな く溶射 肉盛 り

が出 来 る。

㈲ 溶射 作業 は機動 性 に富 み橋 梁 、 鉄 塔、 貯 蔵 タ ンク、 船 体 な ど建 設 の現 場

で これ を行 ひ、 あ るい は建 設 後 に施 し得 る。

㈲ 被 覆速 度 が大 き く電 気 メ ッ キに比 べ て同 じ厚 みの皮 膜 を作 るの に数 千 分

の一 の時 聞 で 終 る。 ま た溶融 メ ッキ に比べ て肉簿 物 や 複雑 な組 立 て 品が ヒ

ズ む心配 が ない。

⑥ 勉 の メッ キ手段 で は実 施 し得 な い大型 品 や構 造物 に金 属 被覆 を 施 し得 る。

近 年 の例 で は大 型線 の船 体 や長 大僑 の塗 装 下地 と して亜鉛 の 溶射 を一 回 の

工事 に数10万 ㎡ も施 して い る。

鉄 鋼 へ の ア1レ ミニ ゥム溶射

ア ル ミニ ウムは大 気腐 食 に対 して極 めて強 く、 普 通 の大 気 中 で長年 月 に亘 る

腐 食速 度 は鋼 の1/20～1/40で あ る。 しか も鉄 よ りも低電 位 金 属 で あ るか ら

鉄 に対 し犠性 陽 極 とし て働 き鉄 の腐 食 を防 ぐか ら鉄 鋼 の防錆 皮 膜 と して広 く用
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い られ てい ろ。 さ らに アル ミニ ウムは亜硫 酸 ガ ス、 硫 化 水素 な ど イ黄 を含 む ガ

ス に強 い の で工 業 地帯 の大 気 には特 に よ く耐 え る。 元 来 ア ル ミニ ウ ムは ア ルカ'

リには 非常 に弱 いが 申 姓 な い し弱 酸性 の液 に は よ く耐 え る殊 に有 機 の酸 に は、

か な り強 い。 この た め食 品 を扱 う機 器 や貯 槽 に アル ミニ ウム溶 射 が よ く使 わ れ

る。 鉄 鋼 の防 錆 には 亜鉛 の メ ッキ あるい は 溶射 が普 通 で あ るが50。 以 上 の湯

で は亜鉛 は効 果 がな い か らア ル ミニ ウムの被 覆 が必 要 に な る。 またPH6以 下の

酸 性 の永 に お い て も同 様 で あ る。

溶 射 用 ア1レ ミニ ウ ム線 は 純 度99.59。 ま た は99.0%を 用 い 溶 射 厚 さは 用 途 に

応 じ0.05～0.50aVMで あ ろ。 皮 膜 が 厚 くな る と そ の 熱 収 縮 の た め密 着 性 が 悪 く

な る の で0.20tTM以 上 に 溶 射 す る場 合 は 素 地 鉄 鋼 と の 間 の ボ ン デ ン グ ・コー ト

と し て軟 鋼 線 を 用 い て0.025蹴 厚 位 に 溶 射 し た 後Al溶 射 を行 う。

鉄 鯛 の 防 錆 の た め のAl溶 射 の 応 用例 を 挙 げ る と、 橋 梁,貯 槽,高 炉s姻 突,コ

ー ク ス炉 台 車
,石 油 化 学 工 業 装 置,セ ロ フ ア ン,セ ル ロー ズ工 業 、製 糖 工 業 の

タ ン ブ ラ ー,シ リ ン ダ ー の 補 修,型 の 複 製,型 お よ び 電 極 の 修 理,製 造 噛鋳 物

の 欠 陥 補 修 、 な ど で あ る。 最 近 の 実 施 例 で は 都 市 ガ ス供 給 用 の 大 型 球 形 タ ン ク

(10atm.1eo,000〃 ノ)は 高 圧 で あ る か ら強 靱 な 高 張 力 鋼 の厚 板 で 作 られ

・ て い る が 底 に近 い 下 部 は ド レー ンが 附 着 す る こ と もあ り腐 食 の 惧 れ が あ る の で

A1溶 射 を0・3鮒 位 施 し て い る か 極 め て 良 好 な 成 績 を示 して い る。

以 上 は 主 と して 鉄 鋼 の 防 錆 の 目的 で あ る がAI溶 射 は 耐 熱 の た め に も広 く行 わ れ

て い る。 炉 の 金 具 ・s焼鈍 箱,浸 炭 箱,釜,ス トー ブ な ど火 炎 に さ ら され 部 分 の1

高 温 酸 化 防 止 に極 め て 有 効 で あ る。 こ の 目的 に はAlを0.15～0.30Mf厚1:溶 射

し レキ 青 質 封 孔 剤 を 塗 布 して 十 分 封 孔 し た 後850℃ に3h位 加 熱 拡 散 して 表 面

にFe'一'A1合 金 層 を 生 成 さ せ る。 品 物 が 大 き く て加 熱 拡 散 処 理 が 不 可 能 な 場 合

は 封 孔 処 理 を 十 分 行 つ て か ら使 用 に 供 す る。

ア ル ミニ ウ ム へ の 他 金 属 の 溶 射

ア ル ミニ ウ ム 製 品 の 一 部 が摩 粍 し た所 にA1ま た はA1-一 ・Si合 金(Si6%以

下)を 溶 射 肉 盛 りを 行 つ た り、 鋳 物 の 欠 陥 の 補 修 を 行 う、 この 場 合 は 欠 陥 部 を
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含 め て或 る範 囲 を 削 り取 リ ア リ溝 形 の ア ン ダー ・カ ッ トを作 りその部 分 に 溶射

肉 盛 りす る。 また機 械 部 晶 を軽 量 化 す るた め にAi一 合 金 で製 り、 その 耐摩 粍 性

を与 え るため で モ リブ デ ンを0.02～0。10m,丁 溶 射 す る こ とが よ く行 われ てい

る、 モ リブ デ ンは 祖 との密着 性 が 良好 で しか も他 金 属 との摩 擦 係 数 が 小 さ く焼

けつ きを起 す こ とが な いか らで あ る。 同様 にAl-一 合金 の表面 に鋼 を溶 射 して機

械部 品 と しての適 性 を持 た せ得 る。 鋼 として は軟 鋼 か ら極 硬 鋼 まで 目的 に応 じ

て各種 硬 度 の もの を溶 射 し得 る。 例 えば軽 董 を要 求 ず る高速 自動 車 や欝 一 トバ

イ の エ ン ジ ンの 内面 に鋼 を溶射 して鉄製 の シ リンダー、 ラ イ ナー を雀 くこ とが

出 来 る。 そ の他 溶 酎 は あ らゆ る金 属 と溶 射 す る こ とが 出来 るか ら電 気 メ ッキ の

困難 な ア ル ミニ ウ ムに対 して は溶射 が有 利 で あ る。
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